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メネット事業 吉原 和子      担当主事 長田 光玄 

 

 

      

会員ひと言   ~旅のスタイル~       岡  進            ◎今月の聖句◎ 

従来あまり旅に行けてなかった。出掛けるのは夫婦いず     あなたがたの光を人々の前に輝かしなさい。 

れかの実家や関連する場所に用事のため…というのが多か                        －マタイによる福音書５章1６節からー 

     った。最近少し時間ができ、妻とも旅をしようと   「光」とは、具体的には「良い行い」をなすこと、 

思い始めた。その際、心掛けたいのは、旅の中で   道徳的にも、また、周りからも慕われるような行い、 

何か一つでも歴史的なもの、社会的な課題に触れること。     この一年を省みて、あなたは「良い行い」を成し得 

若い頃に沖縄やグァムへの旅行がブームになったが、戦争   たでしょうか…。 静かに振り返ってみましょう…。 

の傷跡が残る地に遊びに行くのは気が引けた。時が経つにつれ、 

そのような地をリゾートで訪れつつ、１カ所でも歴史的な場所を訪ねて     強調月間 ＥＭＣ/ＭＣ 

 何かを感じ、全体としてその地を経験するのも意味があると思い始めた。 

１年ほど前に茨城方面に行った際も仙台の父宅が最終目的    今月は、Ｍ(会員増強)・Ｃ(会員の維持啓発)の月です。 

地ではあったが、新幹線を使わず常磐線で行き、五浦海岸の   いつも言われるように、ＥＭＣは古くて新しいテーマ、 

岡倉天心の六角堂や隣の美術館を楽しんだ。一方で常磐線を   ワイズの運動には、欠くべからざるテーマです。 

乗り継ぎ、帰宅困難区域は窓の閉ったバスで通行、震災後の   折角、新しいクラブを作っても、肝心の会員数が                        

様子を垣間見た。見知らぬ駅で途中下車し、タクシーの運転   増えなければ、そのクラブは先細りです。 

手や居酒屋の主から震災について多少の話を聴いた。       Ｍ、Membership Service，会員増強事業のこと、 

来月は小学校の友人と旧交を温めるため、妻と広島に行く。  ‘Change !2022’、3枚目に栗本ワイズが書いておら     

宮島や尾道も楽しみだが、平和資料館や大和ミュージアムも訪れたい。  るように、クラブ作りとともに会員増強は、焦眉の急です。 

 考えてみれば世界のどんな場所、観光地であっても戦争等、   ワイズ100年、2022年までには…と言うことですが、 

  何らかの悲しい歴史を背負いつつ、人々が前向きに生きているのだから、   実の処、そんな悠長なことを言っている場合では 

  このような旅スタイルも良いのでは…と思う。         ありません。年月、人を待たず…です！ 

                  。                                                                              
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 ２０１９年１２月会報 第３０２号 
         国際会長（ＩＰ）  Ｊｅｎｎｉｆｅｒ Ｊｏｎｅｓ  (オーストラリア)                                                          

２０１9   主  題 “Building ｔｏｄａｙ ｆｏｒ ａ ｂｅｔｔｅｒ ｔｏｍｏｒｒｏｗ” 

 スローガン  “On the MOVE!!”  「さぁ動こう!!」 

        アジア太平洋地域会長（ＡＰ）   田中 博之 (東京多摩みなみ)  

     主  題  “Action！”  「アクション！」                                    

～    スローガン “With Pride and Pleasure” 「誇りと喜びを持って」 

   東日本区理事 （ＲＤ）   山田 敏明 （十勝）   

       主  題 「勇気ある変革、愛ある行動！」“Innovation with courage,action with heart！” 

       副  題 「みんなで力を合わせて、1・２・３」“Hop,Step and Jump with all Y‛ｓmen” 

 ２０20  湘南・沖縄部部長（DG） 森田 幸二郎（沖縄）
 

        主  題 「ワイズを社会に広める基盤の再構築をする」  

クラブ会長 浦出 昭吉 「メネットの支援に感謝し、30 周年に向けてさらに仲間を！」                   

主題          副会長 吉原 訓  書記 加藤 利榮  会計 岡 進 

              メネット事業 吉原 和子  担当主事 瀬戸 俊孝 

 

       
       

 
  

 
  

 
  

 
  

 



１１月在籍者数 11月出席者数 出席率  
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（円） メ ン 13 メ ン 11 92％ 

メネット 8 メネット 3  前 月 迄 0 0 0 0 0 

  ゲ ス ト ら 9  当 月 0 0 0  0 

計 21 合 計 23  累 計 0 0   0 0 0 

★強い義務感を持とう 義務はすべての権利に伴う★ 

 

 



 

☆Ｙ‛ｓバザー（11月期第1例会振替え）報告☆       浦出 昭吉 ほか  

日 時：(第1日)2019年11月2日(土)14：00～18：30      (第2日) ～ワイズ・バザー～ 

    (第2日）  同   3日(日) 8：30～13：00     昨年、吉原メネットの提案で、呼名を‘ノミの市’から 

会 場： 湘南とつかYMCA 1階ホ―ル          ‘ワイズ・バザー’に変更したこのコーナー、さて本年の 

参加者:：(ゲストら) 鈴木・土方・吉原さんらのご友人ら6名   成績やいかに…とばかりに、9：30の開門を待つばかりと 

YMCA専門学校生ら3名         相成り、廊下にはお客様の長い行列…、いつもと変わらぬ 

(メ ン) 大高･加藤･柴原･鈴木･瀬戸･土方･吉原･若木･浦出   風景が…。定刻に開門、たちまち人だかりと賑わいの声が 

(メネット) 加藤･吉原･若木                 飛び交います。奮闘2時間を過ぎる頃には品物もそろそろ…、                 

(第1日) ～値付け～    そして、今年の図書コーナー、臨機に値段を変えるなどし、 

           湘南とつかYMCAが開所   いつもの年より売り上げが伸びているようです…。 

   した年から始められたこの    かくして、100円の…、いや10円の攻防も無事終わり、 

   ‘YMCA・い～とつか祭’、  皆さんご奮闘の甲斐あって、昨年程度の売り上げは十分 

                今年で26回目となります。  確保できたようです。お疲れ様でした。 

 最近では、品物の少なさが目立っている中でのバザーです。    お手伝いいただいたご家族、ご友人の方々、会員の皆様                             

値付けの作業も、いきおい慎重にならざるを得ません。200円を   本当にありがとうございました。 

超える品物はまるで貴重品扱になる感じです。‘100円コーナー’ 

‘200円コーナー’にまとめるよりも、一つひとつにシールを 

貼って並べた方が、手数を掛けた分、売上げにも響く様な感じ 

がしました。‘図書コーナー’も然り…。一律‘3冊100円’で 

並べておくよりも、キメ細かく～例えば、小説本と学術本とか 

〇〇文庫など～少しでも分類して並べた方が…などと考えます。 

…と、そんな事を思いながらも、とどのつまりは、例年と余り 

変わらない‘値付け’を午後のひと時、過ごした次第です。    

                                                                   

☆湘南･沖縄部第2回評議会から☆   加藤 利榮       ☆第２例会報告☆    浦出 昭吉                                                               

 標題の会合が11月30日(土)15時から関内中央YMCA811号 

室において、部役員ら20名が出席して開かれました。 

                  森田部長は所用で欠席、 

                 伊藤書記による部長代行 

                 と司会で終始しました。 

                 冒頭、司会から部長欠席 

の理由の一つになっていた 

                 赤子が無事誕生、しかも 

男子であることが披露され、場内から拍手が沸き起こりました。 

 議事は全部で6議案が審議され、それぞれ活発な意見交換が 

なされ、その結果、10項目の報告･検討･照会事項等がメールに 

より、早々に関係者あて部書記から伝達･依頼がなされました。 

 以下に要点を記載しておきます。 

① 部長のメールアドレス： k.morita@okinawatl.com 

② ホームページURL： https://shonsnokinawa.jimdofree.com/ 

③ 合同新年会開始時刻の確認とYMCAの参加人員･減少傾向理由 

④ 横浜YMCAに対する支援金の振込口座番号 

⑤ CS支援金のクラブに対する振込番号 

⑥ 湘南･沖縄部の部大会参加のための航空便 

⑦ 次々期部長指名選考委員会開催の件 

⑧ 部則改正の件 

⑨ 部評議会出欠票の差替えの件 

⑩ 20－21年度クラブ役員の指名・報告の件 

 なお青木主事からチャリティ－R.結果･X’mas祭予告があった。 

  日 時： 2019年11月19日(火)18：30～20：00                                         

会 場： 湘南とつかYMCA 205号室 

出席者：(メン) 岡･加藤･柴原･鈴木･瀬戸･土方･吉原･若木･浦出                         

    (メネット) 加藤･吉原         計) 11名  

報告事項      

① 11/2(土)・3(日)：Y祭～ワイズバザー～(別掲) 

② 11/16(土)：横浜YMCAチャリティーラン（別掲） 

③ YMCA関係 

  当面の日程等 

① 11/30(土)：第2回湘南･沖縄部部評議会：15：00(別掲) 

② 12/3(火)：第87回Y‐Y’s協議会：19：00 

③ 12/7(土)：第1例会・YVLF参加報告・18：30 

       出席可能なリーダーにも声を掛ける。 

       食事は、立食形式とする。 

④ 12/17(火)：第2例会・納会・かしお・18：00 

⑤ 12/19(木)：全Yクリスマス・湘南とつかホール 

⑥ 休会会員（2名）の件 

  ア 会長から確認する。 

  イ いずれも、早い期間内での復帰を条件とする。                                                                                                       

  ウ 休会年月日：「2020.1.1．付け」とする。 

エ 事務手続きは書記が担当する。 

 その他   

ブリテン原稿をそれぞれの担当者に依頼した。 

以上 

mailto:k.morita@okinawatl.com
https://shonsnokinawa.jimdofree.com/


 

 

 

【特別寄稿】    ☆Change！2022の取り組み☆ 

Change！2022推進委員長 栗本 治郎（熱海クラブ）  

部エクステンション委員会が設置されて以来、 

部を支援するために区エクステンション委員会の 

設置が検討されました。しかし、現状の新会員獲得

の低迷状況に鑑み、新クラブ設立だけでなく新会員 

獲得の積極的な対策が必要ということになり、ワイズ創立100周

年となる 2022 年末をゴールとする会員増強運動の『Change！

2022』がスタートしました。目標は1997年に東日本区がスタート

した時の1,246名です。 

国際協会においても Towards2022 で会員数の倍増計画が策定

されております。また、西日本区では『ワイズ将来構想委員会』

が設立され、『新生ワイズ起こし運動』を立ち上げ、2022 年には

会員数2,022名を目指して活動を始めております。 

先般実施したアンケートの集計では、各クラブの 2022 年末の

目標会員数の合計は 1,129 名でした。加えて、新クラブ設立によ

る会員増とで目標数達成は可能です。会員増強への意識高揚次第

だと期待しています。 

然しながら、奉仕クラブの多様化、メンバーの高齢化、このよう

な状況の中で会員増強を図るには、今までの様な取り組みでは難し

いことは明らかだと思います。そこで、『Change！2022』では、

ワイズに入りやすい環境を作るために、全クラブに Facebook を

立ち上げ、外向けの情報発信網を作り、ワイズの知名度を上げて

いきたいと考えております。           

また、委員会では毎月15日に『Change！2022ニュース』を発行し、

会員増強のヒントになる事や様々な情報を発信しています。 

『アンケートの纏め』『Change！2022ニュース』は、東日本区

Webサイトに掲載されております。クラブ運営や会員増強のご参考

にしていただければ幸いです。 

                  （栗本治郎様、お忙しい中、原稿を有り難うございました。）  

 

アンジュ通信           施設長 相馬 良文 

 朝夕に秋の深まりを感じるころとなり、すっかり長袖が衣服の

主役となりましたが、お元気でご活躍のことと思います。 

12月はクリスマスです。アンジュでは、アドヴェントに合わせ

てシュトーレンの販売を始めました。今年のシュトーレンは3種

類のバリエーションでお求め易くなりました。シナモンの香る生

地に、1年間寝かせたオレンジピール・レモンピール、ぎっしり

のナッツなど…、お口の中が楽しくなる商品です。水を使わず、

アーモンドプードルを生地に練り込むことで、昔ながらの製法を

受け継ぎ、本格的なシュトーレンを再現しています。常温での保

存ができる先人の知恵が文化となって息づいている一品に仕上

がりました。ワイズの皆さん、是非ご賞味ください。（写真） 

                  朝夕の寒さが日を追うごとに

厳しくなり、インフルエンザの流

行も耳にするようになりました。

横浜とつかワイズメンズクラブ

の皆様が、今年も良いクリスマス 

                を迎えられますよう、心から祈っ              

                ております。 

                 この1年お世話になりました。                                                    

☆今年も秋空の下…☆    若木 一美 

  第22回横浜YMCAインターナショナル･チャリティ―ランが 

雲一つない秋晴れの下、11月16日横浜みなとみらい臨港パークで

98チームと5つのパフォーマンス･ラン参加者により開催された。 

 今年は、ラグビー･ワールドカップが横浜で開催されたため、

臨港パークに大型モーターが設置されたなどの関係で、寒い時季に

…の予想は大きく外れ、コースガードを担当したとつかの面々、

暑い中2時間、幟り旗を手に‘旗持ち退屈男･女’でした。 

 さて、今回はコースが少し変わり、レースの前にパフォーマンス･

ランとして5チームが一組5人で揃って行進をし、続くランでは、

Cチームの保育園児、泣きながら走る子、保育士や保護者と手

をつないで走る子など…、頬笑ましい姿がまた見られました。 

 B チームは800メートル・A チームは1,100メートルのコースを 

競い合いました。 

 今年も事故なく終わり、 

 例年並みの支援金が集まり、 

 障がい者と共に歩む様々な 

 プログラムに活用されます。 

皆様、来年も‘退屈男･女’ 

 になれるかな…？ 

       ～UniLeafに表彰が連続して～  加藤 利榮 

                 11月は、クラブが支援する

UniLeaf（大下代表）にとり、

誠に嬉しくも喜ばしい忙し

さが続きました…。 

                 左の写真にもあるように、 

                21 日に総理大臣表彰があり、 

                霞が関の内閣府の講堂まで 

                出掛けて賞状を頂きに、そし

て1週間と経たない25日には全国の社会貢献者を対象とした

中から選ばれて、「公益財団法人社会貢献支援財団（安倍昭恵

会長）」による表彰が東京･丸の内の帝国ホテルで行われ、大下

代表から当方にも声が掛かり、佐藤節子さん(厚木クラブ)や金石

万希さん（会友）らと連れ立って、お祝いに駆け付けました。 

  10時30分開会の20分ほど前に会場に入ると、早や支援の

個人や団体関係の皆さんが席にお着きです。定刻に開会、被表

彰者の皆さんが拍手に迎えられて入場、会長挨拶･表彰選考経過

発表、そして表彰状授与は会長から一人ひとりに…、終わりに

受賞者代表による挨拶をもって第一部は滞りなく終了しました。 

  12 時半からお隣の会場に移動して始まった第二部の祝賀会、

立食ながら飲物やお料理は豊かで、たちまち、同じテーブルの

皆さんと話題が弾みます。伺えば札幌の裁判所関係の皆さんで、

日頃、更生保護にご尽力されており、代表の方が表彰対象に…。 

  フト気が付けば、本日の我ら 

 が立役者、大下利栄子さんが…。 

 そこで、1枚パチリ…。（写真） 

 ありきたりに、「今日はオメデト 

 ウ…。」と代わる代わるの握手に 

 ご当人はやや上気気味のご様子、 

 定刻13時半、予定どおり閉宴、 

 熱気の残る会場を後にしました。 



 

 

☆YMCAだより☆       担当主事 瀬戸 俊孝                    

   ～地域と共にＹＭＣＡ・い～とつか祭～ 

11月3日(祝)に今年も「ＹＭＣＡ･い～とつか祭」を行いました。

ＹＭＣＡのバザーと戸塚東口商店会との共催になって 10年余り、

イベントは年々大きくなり、同日には近隣の横浜市立東戸

塚小学校で「戸塚区民祭り」「戸塚健康祭り」も行われまし

た。 

両方のイベント会場を行き来する方もたくさんいました。

毎年多くの方々にご来館いただき、本当に感謝です。ワイ

ズメンズクラブの担当は『ワイズバザー』、年々献品の質・

量ともに集めるのに苦戦していますが、前日、準備の値付

け段階から当日の販売まで、ワイズメン、メネット、ご友

人の皆さん、スタッフもお手伝いさせていただきながら、

今年も活気あふれる売り場になりました。前年とほぼ同額の売

り上げでした。全体では、来場者は1,000名を超え（推定）て、売

り上げ 130万円超、経費を引いた募金額は 100万円を超えました。

多くの企業、団体、地域の皆さまにご協力いただきました。集

まった募金はYMCA国際・地域協力募金として海外で困難な

状況にある方々や日本国内の災害などで緊急な支援が必要な

方々、東日本大震災復興支援として役立てられます。 

 このイベントを皮切りに今年度の募金活動がスタートい

たします。継続した支援が出来るように私たちも切れ目な

く街頭募金やチャリティイベントを行います。事業活動と

は異なりますが、YMCA 運動本来の地域のための活動の一つ

として、スタッフ一同努力いたします。多くの方のお力を

借りながら、より多くの募金が集まるように知恵と力が与

えられますように…。         

 

 

 

 

 

 

☆今月の歳時記から☆ 

‘褞袍 どてら’と‘餅搗 もちつき’ 

‘褞袍’、丹前ともいう。寝巻の上に着る厚綿入りの普段着。

広袖で、生地は木綿または絹布やウールを使う。             

江戸時代の初期に、神田の堀丹後守の邸前に、町屋風呂があり、

これを丹前風呂と称し、美しい女性（湯女〈ゆな〉）を大勢置いて、

たいそう繁昌した。この風呂へ通う遊客の間に流行した派手

な風俗を丹前風といって、厚綿を入れた広袖姿であった。 

それ以来、丹前は‘どてら’の異名となったとか…。 

  一二泊して友誼よき褞袍かな    蛇 笏 

  星移り物変りどてら古びけり    草 城 

次に‘餅搗’、年末の25日から28日にかけて餅を搗く。近年、

都会ではスーパーや餅屋に注文することが多くなったが、田舎では、

まだまだ自家で餅を搗く。ぺったん・ぺったんと餅を搗く音は心地よ

いもの。搗いたばかりの小豆餅は子どもたちの大好物。また、蒸かし

たてのもち米に塩を掛けて食べるのも美味いとか…。 

 有明も三十日に近し餅の音    芭 蕉 

  餅搗きの見えてゐるなり一軒家  青 畝 

（午） 

☆１２月･‘20/１月のこよみ☆ 

➢12/3 (月) 第 87回 YMCA－Y‛s協議会・横浜中央YMCA・19:00 

➢12/7 (土) 第1例会・湘南とつかYMCA 1階ホール・18：30 

➢12/17(火) 第 2例会・クラブ納会・かしお・18：00 

➢12/19(木) 横浜YMCAクリスマス・湘南とつかホール 

➢１/18(土) Ｙ・Ｙ‛ｓ合同新年会〈北京飯店・17：00〉 

➢１/21(火) 第 2例会・湘南とつかYMCA・205号室・18：30 

➢２/22(土) 湘南･沖縄部部大会・那覇 

   

～１２月会合のご案内～ 

① 第1例会：１２月７日（土）１８：３０ 

  ～全国リーダー研修会報告会～  

  「自分を知ること、相手を知ること」 

    湘南とつかＹＭＣＡリーダー 渡邊 真優さん 

 ◎ 卓話の後、リーダーらと交流会を開きます。  

② 第２例会：１２月１７日（火）１８：００ 

        ◎年最終例会（納会）は、「かしお」で行います。  

   ◎会 費：4000円 

   ◎出 欠：第1例会時に確認します。 

～ＨＡＰＰＹ ＢＩＲＴＨＤＡＹ～ 

          （該当者なし） 

 

  【掲示板】              会 長                                                                     

◎ 12月の例会について 

 ア 卓話者の渡邊真優さんは湘南とつか YMCA の体操

担当のリーダーで、先ごろ開催された全国リーダー研

修会に参加した際の報告です。 

 イ 渡邊さんは、昨年のユースボランティアリーダーズ

フォーラムにも参加され、昨年 10 月の例会ではクラ

ブで、また同年 12 月にはＹ‐Ｙ’ｓ協議会の席上で、

お話をしてもらっており、ワイズにはお馴染みです。 

ウ 当夜は、出席可能のリーダーたちも参加することに

なっており、その後、交流会を行う予定です。 

 

◎ 納会について 

    ア 恒例の「かしお」でのクラブ忘年会になります。 

   イ 「第3火曜日の17日・18：00開会」とさせて 

いただきます。直接「かしお」にお集まり下さい。 

    ウ 鎌倉クラブからもご参加の予定です。 

エ 一人でも多くの方のご出席をお願いします。 

   

◎ 横浜YMCAクリスマス会 

  ア ‘みつかる。つながる。よくなっていく。’を 

     テーマに開かれる2019年度横浜YMCAクリスマス会 

     です。多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

   イ 18：00・受付開始、18：30・開会です。 

 ウ メッセージは海岸教会の上山修平牧師に頂きます。 

〈後記〉 

       災害に明け・暮れた2019年が終わろうとしています。 

    来る年に期待を寄せ、ワイズ活動にも注力したいですね…。 

 



 

                            （T/K）              


